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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２つの三角形を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右図のように配置します。

　右図の中の緑色の三角形は，二等辺三角形であり，イ＋●＝����なので，緑色の三角形は，

直角二等辺三角形である。よって，〇は����なので，
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このような『〇〇の和を求めなさい』という問題は，それぞれ求めて和を求めるのではなく，
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うまく組み合わせることで求められるという問題が多いです。

ちなみに，それぞれの角度の近似値は，アが���，イが���です。

この問題について，高校数学の三角関数を利用すると，
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この結果から，�D�E �����と求まります。

やはり，それぞれの角度は簡単には求まりませんが，和は簡単に求まります。
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次の問題は，高校数学　数学Ⅱの教科書の問題です。

��D����，��E�����とする。WDQD �，WDQE ��のとき，次の値を求めよ。
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高校では，上のような解答をするわけですが，今回の問題のように，

右の�つの直角三角形を組み合わせると，答が見つかります。

当然高校では，今回の問題のような解答はしませんが……。

数学科からの問題�1R�５　解答


